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(2/11・海上自衛隊内道路〉

中学生から一般まで、121チームガ参加し

て行われ芝「おおむら駅伝競走大会...Jo5区間

でデツド・ヒートガ繰り広げられました。

16回目を迎え、すっかり定差し盛り上がり

をみせる駅伝競走。

立春を過ぎたとはいえ、まだまだ、冷たい風

の中、選手たちはものともせずに力走。力強

くタスキを渡します。

成績は19ページlこ掲載しています。
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本

花
の
街
お
お
む
ら
、
か
、
い
よ
い
よ
開
幕
し
ま
す
。

4
1

千
年
の
遺
構
を
残
す
歴
史
の
ま
ち
大
村
。
そ
し
て
、

サ
ク
ラ
、
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
花
シ
ョ
ウ
ブ
に
つ

つ
ま
れ
だ
花
薫
る
大
村
。
そ
の
魅
力
を
余
す
所
な
く
発

揮
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
主
な
花
の
名
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ttω街おおむら開忌
3月25日~6月20日=

ライトアップで一段と映える夜ザクラ

・フジ 5 月中旬 ~5 月下旬

・ツツジ(1万本) 4 月中旬 ~5 月中旬

・花ショウブ (10万株・ 30万本)

5 月中旬~6 月中旬

・アジサイ(1万本) 6 月中旬 ~7 月中旬

アツ
6 シ 4 ツ
月サ月ジ
中イ中(
句(旬 3
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月 J南
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匂 U，内
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-ソメイヨシノ(1，500本〉
3月下旬~4月上旬

・オオムラザクラ(300本〉
・八重ザクラ(200本〉
4月中旬

E亙琵亙3
サクラの見ごろ

ュー/
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平成 5年 3月号広報おおむら

市
制
施
行
引
周
年
記
念
式
典

間
関
明
器
宮

鏑
個
人

og圃
偲
建
四
郎
診

昭
和
行
年

2
月
竹
巳
¥
大
村
市
と
し
て
誕
生
し
て
か
ら
今
年

で
日
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
だ
「
市
制
施
行
日
周
年
記
念
式
典
し
、
ガ

2
月

旬
日
¥
市
コ
ミ
セ
ン
で
行
わ
れ
¥
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
疋
お

個
人
¥
3団
体
に
感
謝
状
、
ガ
贈
ら
れ
ま
し
だ
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
だ
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

(
鞍
柿
略
〉

市政功労者として表彰を受けられた皆さん

(2/10・市コミセン)

①
市
政
振
興
功
労

飯
野

'
豊
太
郎
(
武
部
町
)

岩
永
喜
久
一
(
古
賀
島
町
)

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高

尾

稔

(
9
分
団
・
黒
丸
町
)

山
口
住
夫
(
日
分
団
・
田
下
町
)

消
防
団
分
団
長
と
し
て
消
防
防

災
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

①
社
会
福
祉
功
労

重
野
照
夫
(
諌
早
市
原
口
名
)

医
療
保
護
行
政
の
嘱
託
医
と
し

て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
サ
ダ
子
(
片
町
)

田
中
昇
(
松
原
本
町
)

保
護
司
と
し
て
要
保
護
観
察
者

の
自
立
更
正
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
撞
ニ
(
西
大
村
本
町
)

陳
内
忠
(
黒
丸
町
)

林
忠
篤
(
西
大
村
本
町
)

岩

固

定

男

-(
東
大
村
2
丁
目
)

孫
平
七
郎
(
池
田
新
町
)

峯
力
(
杭
出
津
3
丁
目
)

松
永
六
之
介
(
松
並
1
丁
目
)

泉
嘉
子
(
大
川
田
町
)

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

本
多
勝
彦
(
西
三
城
町
)

田
中
英
雄
(
田
下
町
)

聴
覚
障
害
者
の
自
立
更
正
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

山
根
賓
(
本
町
)

身
障
連
役
員
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高
月
博
士
(
古
町
1
丁
目
)

ろ
う
あ
福
祉
協
議
会
の
役
員
と

し
て
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

川
口
清
澄
(
木
場
2
丁
目
)

被
爆
者
の
自
立
更
生
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

①
保
健
衛
生
功
労

福
田
律
三
(
水
田
町
)

江
原
綬
之
(
西
大
村
本
町
)

公
害
対
策
審
議
会
委
員
と
し
て

環
境
問
題
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

①
教
育
文
化
功
労

富
永
嘉
丹
(
坂
口
町
)

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成
活
動
を

通
じ
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

石
橋
正
夫
(
久
原
1
丁
目
)

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

中
尾
博
一

一
(
玖
島
2
丁
目
)

史
料
館
運
営
委
員
会
委
員
と
し

て
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

白
潰
千
書
芋
(
赤
佐
古
町
)

牛
嶋
知
孝
(
鬼
橋
町
)

体
育
指
導
委
員
と
し
て
社
会
体

育
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

水
田
善
次
郎
(
長
崎
市
昭
和
町
)

心
身
障
害
児
就
山
一
孟
担
導
委
員
と

し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

①
地
域
活
動
功
労

下
山
達
雄
(
水
田
町
)

河
川
環
境
整
備
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
浄
化
対
策
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
o

E
本
行
徳
(
木
場
1
丁
目
)

池
田

、繁
賓
(
竹
松
本
町
)

交
通
指
導
員
と
し
て
交
通
安
全

の
普
及
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

①
篤
行
功
労

富
永
秀
男
(
武
部
町
)

図
書
館
の
図
書
整
備
費
と
し
て

多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

松
尾
久
賀
(
幸
町
)

文
化
基
金
に
多
額
の
浄
財
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

宮
寄
友
戒
(
松
原
本
町
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ
多
額
の
浄

財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

宮
本
ア
サ
子
(
黒
木
町
)

黒
木
小
学
校
の
図
書
整
備
と
し

(i 

て
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
L
た
。

健
康
を
守
る
会
泰
道
(
佐
賀
市
神

野
西
3
丁
目
)

社
会
福
祉
基
金
へ
多
額
の
浄
財

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

①
団
体
・
法
人
功
労

声
の
会

視
覚
障
害
者
に
対
し
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
じ
福
祉
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
県
歯
科
医
師
会
大
村
東
彼
支

部
歯
科
保
健
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

高
瀬
建
設
側

交
通
安
全
対
策
に
多
額
の
浄
財

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

3年完成予

平成 2年度より進められてきた、大村公園の

「花と歴史の域社整備事業」。

これまでに、板敷やぐら、園路、照明、 トイ

レなどを整備。また、年次計画で進め られてき

た総延長約 59 3 mの城塀の復元工事も 着 と々

整備されており、桜咲く 3月末にはすべての事

業が完成の予定です。

~ 3 



国
民
健
康
保
険
軒践しド自

4
月
1
白
か
ら
変
わ
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
退
職
被
保
険
者
証

は
3
月
紅
白
で
有
効
期
限
が
切
れ

ま
す
。4

月
か
ら
は
、
新
し
い
被
保
険

者
証
(
黄
色
)
・
退
職
被
保
険
者
証

(
緑
色
)
に
変
わ
り
ま
す
。
新
し

い
被
保
険
者
証
は
3
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
が
、

4
月
に
な
っ
て
も

届
か
な
い
場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た

な
ら

①
被
保
険
者
証
の
内
容
に
誤
り
が

あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

②
4
月
か
ら
病
院
に
か
か
る
場
合

は
、
必
ず
、
新
し
い
被
保
険
者
証

(
貰
色
ま
た
は
緑
色
)
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

③
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

人
、
市
外
に
転
出
し
た
人
で
、
被

保
険
者
証
の
抹
消
屈
を
し
て
い
な

い
人
は
早
く
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

④
仕
事
を
や
め
て
新
た
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

「楽しいひととき」

相良信秋さん(本町)の作品

国民年金Q&A

が

療
該
当
者
は
、
必
ず
年
金
証
書
も

ご
持
参
く
だ
さ
い
o

w

い

~
圃
一
事
臣
官
開
材
珂
境
と

σ.

寸

は
目
前
日
日
目
込

山
V
制

再
会
を
夢
み
つ
つ
』

…
一

納
め
忘
れ
の
人
は
、
整
理
の
都
合

恥

d
b

に
す

E=史

R
ド

長

恥

上
、
被
保
険
者
証
が
お
子
元
に
届

く
の
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課

な
い
人
は
、
社
会
保
険
な
ど
が
切

れ
た
証
明
書
を
持
参
し
て
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
退
職
者
医

え』

を

く
証

参

険

持

保

ご

1
11

+

晶

一

-

一

際
一
'
に
い
一

例
記
一

再

又

「

|
|
L

二会社をやめだときの手続きは?=

司私闘歳ですが、先月会社をやめ、次

の仕事をさがしているところです。年金

は、厚生年金が切れてしまつだままなの

ですがどうしたらよいのでしょうか。

IAI 次の会社(厚生年金のある事業所)に就

職するまでは、国民年金に加入することに

なります。

印鑑、離職日のわかる証明書、年金子帳

を持って市民課または出張所へ届け出てく

fごさい。

また、就職したときにも届け出が必要で

す。印鑑、就職日のわかる証明書(社会保

険証など)、年金手帳をご持参ください。

詳しくは保険年金課年金係へお尋ね くだ

さい



平成 5年 3月号広報おおむら

大
村
湾
が
汚
れ
て
い
る
刀

ー
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
!

わ
だ
し
た
ち
が
苦
か
ら
魚
釣
り
や
海
水
浴
な
ど
で
親
し

ん
で
き
た
大
村
湾
、
ガ
¥
い
ま
¥
疋
い
へ
ん
活
れ
て
い
ぎ
す
。

そ
し
て
¥
活
↓
0
ノ
原
因
の
約

6
割
、
か
わ
た
し
だ
ち
の
生
活
排

水
で
す
。

わ
疋
し
た
ち
の
く
ら
し
の
ち
ょ
っ
と
し
だ
工
夫
で
¥
大

村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
大
村
市
で
は
廃
食
用
油

を
利
用
し
て
粉
せ
っ
け
ん
を
作
る

粉
せ
っ
け
ん
製
造
機
を
2
機
購
入

し
、
市
内
の
団
体
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

合
成
洗
剤
を
追
放
す
る
大
村
市

連
絡
会
で
は
、
家
庭
か
ら
出
た
廃

食
用
油
を
持
っ
て
行
く
と
粉
せ
っ

け
ん
に
替
え
て
く
れ
ま
す
。

家
庭
用
廃
食
用
油

m
t
を
粉
せ

っ
け
ん
1
均
に
。

業
務
用
(
公
共
機
関
に
限
る
)

廃
食
用
油

m
tを
1
同
に
。

詳
し
く
は
、
合
成
洗
剤
を
追
放

|ちょっとした工夫 |

・流し台から廃食用油を流さないで.グ

・ディスポーザー(調理くず等粉砕機)は使わ

ないでグ(下水道区域内でも使用してはダメ l)

・穴の小さい三角コーナーを付けましよう.グ

(直径 1ミリくやらし、が望ましし、)

・洗剤は適量を.グ

・皿などlこ付いた油類は紙などで拭いてから

洗いましよう.グ

ffr~i1~ 月 28 日(日)は
的 J 大村湾沿岸一斉清掃の日徳川

昨年8月実施された沿岸清掃(大村公園先沿岸)

わたしたちが住んでいる大村市をきれいにするため、

3月28日(日)に大村湾沿岸一斉清掃を行し、ます。

みんなの力て¥川、そして大村湾をきれいにしまし

ょフ 。

・大村湾をきれいにする会大村支部では、所属団体ご

とに、沿岸清掃の担当区域・日時を決めています。

市民会場 大村公園先沿岸(史跡新蔵波止付近)

〔玖島川~大高ポート部艇庫前沿岸〕

(合成洗剤を追放する大村市連絡会く町内会も加入〉

担当区域)

日時 3月28日(日)、午前 7時30分(7時45分ごろ干潮)

事務局環境衛

生課公害規制係

※なお、当日は

長靴をはいて

来てください。

※雨天中止

す
る
大
村
市
連
絡
会
事
務
局
(
宮

@
1
1
1
1
市
水
道
部
内
・
高
見
)

ま
て
。

環境衛生課公害規制係(内線142)

V
粉
せ
っ
け
ん
の
原
料

は
廃
油
(
天
ぷ
ら
油
)

4

司
粉
せ
っ
け
ん
製
造
機

問い合わせ大村湾

集合場所

5 



カメラ

スポット

講
t;: 
巧

3自社

企傑作昂ずらり (1/30"-'2/1 .市コミセン〉

児童・生徒の造形意欲の向上や学習活動の

成果を広く市民に紹介しようという「大村市

山・中学校図工美術展」ガ7月30日から3日

間、市コミセンで聞かれましだ。

会場!こは¥絵画¥版画、陶器、工作田、大

村のPRポスターなど、児童-生徒の傑作自

が所狭しと展示され、訪れる人の目を楽しま

せていまし芝D

A親孝行と先祖を大切に (2/3・富の原山学校体育館〉

富の原小学校PTA(牛島公道会長〉は、

学校創立10周年を記念して、2月3巴¥武田
イクさんの講演会を開きまし疋。

現在テレビで、ご活躍中の武田鉄矢さんのお

白さんですが、 「笑いと涙の子育て奮闘記」

と題して、 「親孝行と先祖を大切にすること

が子育てに必要」と¥熱弁を振るわれましだ。

会場となっ芝富小体育館には、市内外から

だくさんの父白ガ参加、楽しく時には涙をさ

そう独特の語りとユーモ戸に、熱j山に聞き入

っていましだ。

4

司
地
獄
聞
の
親
睦
を
図
り

(
?
/
げ

・
鈴
田
小
学
校
周
辺
)

地
域
聞
の
親
睦
と
健
全
育
成
を
図
っ
た
「
鈴
田
地

区
駅
伝
・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
L

、ガペ
l

月
行
日
、
鈴

田
小
学
校
周
辺
を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
ま
し
だ
。

同
地
区
の
体
育
振
興
会
や
子
供
会
育
成
会
な
ど
が

主
体
と
な
り
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
¥
健
康

マ
ラ
ソ
ン
に
は
小
学
生
・
中
学
生
、ガ
出
場
し
て
元
気

一
杯
に
力
走
、
駅
伝
で
は
叩
チ
ー
ム
ア
区
間
で
健
脚

ガ
競
わ
れ
ま
し
だ
。

4 

h
F

ナ
イ
ス
シ
ュ
l
ト

(
2
/
件
・
市
民
体
育
館
〉

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、ガ
2
月
刊

目
、
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
だ
。

参
加
し
だ
の
は
、
市
内
の
山
学
生

(
4
1
6年
生
)

女
子
却
チ
ー
ム
。
選
手
足
ち
は
、
互
い
に
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
、
百
み
な
ボ
ー
ル
さ
ば
き
で
ナ
イ
ス
シ

ユ
|
ト
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
以
芝
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
、

次
第
に
人
気
を
集
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

平成 5年 3月号

Vだんご汁などでほっかほか
(217・琴平ス力イパーク〉

昨年5月オープン以来、多くの利用客で親

しまれている琴平スカイパクで2月7日、

寒さを吹き飛ばそうと、だんごう十会 ・焼いも

会ガ行われましだ。

この日は、家族連れなど多くの利用客ガ訪

れ、草スキーやパターゴルフなどを楽しんだ

り、あつだか~いだんごう十や焼いもをほおば

りながら、寒さを吹き飛ばしていましだ。

3月7日は、フ戸ミリ-J¥ターゴルフ大会

ガ企画されています。

広報おおむら

火災が発生しやすい時期

です。 人ひとりが火の取

り扱いには充分注意しまし

う。(車両火災および林野

火災の予防運動も併せて行

います〉

〈点検を重ねて築く引火災ゼロ"J 
春の火災予防運動
3月1日"'7日許しません f

げん銃・白い粉

重点目標

住宅、底舗、旅館、ホテノレ、社会福祉

施設、病院などに対する防火安全対策の

徹底。地域における防火対策の推進。乾

燥時および強風時の火災発生防止対策の

推進。

( 15 

消防の時聞を設定

期間中、午後 8時を 「消防の時間」 と定め 1分間サイレン

を鳴らします、 もう 一度、火の元を点検しましょう。

また、 3月 1日(月)、午前 8時に消防演習招集サイレン

秒 -6秒休止-15秒) を鳴らします。
6 -

A教育のあり方を訴える

(2/6・市コミセン〉

ベストセラー「教育は死なず」の著者、

若林繁太氏〈篠ノ井旭高校名誉校長〉の

教育講演会ガ2月6日、市コミセンで開

かれました。

若林氏は¥ 「豊かな時代の子育てと、

これからの教青」と題し、教師と生徒の

関係、学校のあり方、体罰に関すること

など、体験談を通して強く訴えましだ。

会場には¥教育関係者やPTA関係者

など約350人ガ出席、教育のあり方な

ど、現実に直面することが多いだ、けに、

皆さん真剣に聞き入っていました。

火の用Iω7つのポイント

①寝疋ばこや芝ばこの投げ措てをしない。

②子供には、マッチやライターで遊ばせ

ない。

③風の強いときは、だき火をしない。

④天ぷらを揚げるときは、その場をはな

れない。

⑤家の周りに燃えやすいものを置かない。

⑤ふろの空だきはしない。

⑦ストーブには¥燃えやすいものを近づ

けない。

昨今、けん銃や麻薬・覚せい剤など(白い粉)によ

って引き起こされる凶悪犯罪が増加し、平穏な市民生

活を脅か しています。 これらは、ほとんどが外国から

ひそかに持ち込まれています。

見たり聞いたりしたことで 『もしや./.JJ と思われた

ことがあったら、どんな小さなことてもご一報を./

密輸110番は

(ft0958-23-0965)長崎税関ヘ

=けん銃、麻薬・覚せい剤

などの撲滅にご協力を二

別
に
、
入
学
記
念
品
代
と
し
て

小
学
校
入
学
は
3
0
、
0
0
0
円、

中
学
校
・
高
校
入
学
は
そ
れ
ぞ
れ

1
0
、
0
0
0
円
贈
呈
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

例
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
(
東

京
都
千
代
田
区
麹
町
4
1
5
海
事

セ
ン
タ
ー
ピ
ル
内
宮
@
3
2
3
4

1
0
6
6
2
)
 

船
員
遺
族
の
皆
さ
ん
ヘ

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の

殉
職
船
員
遺
児
へ
援
護
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

出
生
か
ら
高
校
を
通
常
の
期
間

に
よ
り
卒
業
す
る
ま
で
の
期
間
。

1
人
月
額
8
、
0
0
0
円
。

大
村
甫
傍
所
の
土
曜
閉
庁

g
周
怯
。
晦
固
(
第
2
)
0

留
固
(
第
4
)

拶
保
ゐ
を
す
①

第

1
土
曜
日
は
、
口
時
犯
分
ま
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
ト

※
第

3
土
曜
日
は
祝
日
で
休
み
で
す
。

蜘



市
職
員
の
給
与
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

本
市
に
は
、
平
成

4
年
4
月
4
1
日
現
在
で

9
5
3人
の
職

員
、ガ
在
職
し
て
い
ま
す
、ガ
、
こ
れ
に
は
病
院
事
業

2
5
3人、

ボ
ー
ト
事
業
犯
人
、
下
水
道
事
業
訓
人
な
ど
、
特
殊
な
事
業

に
勤
務
す
る
職
員
も
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
規

模
の
都
市
に
比
べ
て
職
員
数
、ガ
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
し
く
み

給
与
に
は
、
給
料
と
扶
養
手
当
、

通
勤
手
当
、
住
居
手
当
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
、

学
歴

・
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し、

与

今
年

9
月
末
完
成
予
定
の

「
し
原
処
理
施
設
」

(
森
園
町

条
例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
行

政
職
、
教
育
職
、
医
療
職
付
、

口
、

同
の
五
種
類
が
あ
り
ま
す
)
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。

次
に
給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ

い
て
は
、
大
別
し
て
定
期
昇
給
と

給
与
改
定
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期

昇
給
は、

1
年
間
良
好
な
成
績
で

勤
務
し
た
実
証
に
基
づ
き
1
号
給

上
位

へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

給
与
改
定
は
、

一
般
的
に
労
使

交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
民
間

給
与
と
異
な
り
、
公
務
員
の
場
合

は
、
給
与
に
つ
い
て
の
専
門
的
機

関
で
あ
る
人
事
院
が
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
で
民
間
給
与
と
の
対
比

を
し
て
、
差
が
あ
っ
た
場
合
に
行

わ
れ
る
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
て

実
施
さ
れ
る
、
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
拠
し
て
給
料
の
引
き

上
げ
を
行
う
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

を
給
与
改
定
と
い
っ
て
い
ま
す
。

人件費の状況 (普通会計決算)

区 分 | 住民基本台帳人口

平成 4年 3月 31日現在

74，097人

(1 ) 

% 

人件費率(昔)

17.3 

人件費 (B)
千円

4，357，480 

歳出額(刈

千円

25，171，246 3年度平成

ムγ~(主)
千円

(B) 
千円

3，403，674 

計

給 与 費

職員手 当 |期末・勤勉手当
千円| 千円

359，837 I 1，019，608 

料
千円

2，024，229 

職員給与の状況 (普通会計予算)

分 |職員数(A)-1 区

(2) 

6，166 552人4 年度平成

体)職員の初任給の状況
(平成 4年 4月1日現在)

一 市支 行 政 職
区 分

初 任 採用2年経過日給料月額
円 円

大 Aう江己. -対rて 153，700 167，300 

円 円

同口1 校 ー元「て 124，900 133，800 

歳

巳)職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
(平成 4年 4月1日現在)

般行

平均給料 月額 齢

職

均年

39.8 

表

の

説

明

政
↑平

(5)職員の経験年数別 ・学歴別平均給料月額の状況

区 分 経験年数10年 車部会年数15年 経験年数20年

円 円 P-l 
大 学卒 229，900 279，700 332，000 

一 般行政職
円 円 円

高校卒 186，300 229，900 279，700 

円

-
表
向
j
表
聞
に
つ
い
て

財
政
的
な
面
か
ら
職
員
の
給
与

を
み
た
も
の
で
、

3
年
度
決
算
で

の
普
通
会
計
に
お
い
て
人
件
費
が

歳
出
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も

の
が
表

ωで
、
人
件
費
に
は
特
別

職
の
報
酬
や
共
済
組
合
の
事
業
主

負
担
金
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
∞
は
、
4
年
度
予
算
か
ら
見

297，700 

2月7日、琴平スカイパークで

- 8 

た
職
員
1
人
当
り
に
要
す
る
経
費

を
み
た
も
の
で
す
。

-
表
制
j
表
問
に
つ
い
て

職
員
の
平
均
給
料
と
初
任
給
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
、
市
に
は

幼
稚
園
の
教
員
、
病
院
の
医
師
、

看
護
婦
な
ど
の
職
員
が
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で

一
番
多
く
の
職
員
が
受

け
て
い
る

一
般
行
政
職
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

表
聞
は
、
職
員
が
学
校
卒
業
後

す
ヤ
採
用
さ
れ
た
場
合
の
経
験
年

数
別
の
給
料
月
額
を
示
し
た
も
の

で
す
。

-
表
闘
に
つ
い
て

一
般
行
政
職
の
職
員
を
給
料
表

上
の
級
別
に
み
た
も
の
で
す
。

級
別
区
分
は
、
部
長
は
8
級
、

課
長
は
8
1
7
級
、
課
長
補
佐
は

6
級
、
係
長
は
6
1
5
級
、
主
査

は
6
1
4
級
、
吏
員
は
3
1
2
級、

事
務
員

・
技
術
員
は
2
1
1
級
と

な
っ
て
い
ま
す
。



平成 5年 3月号広報おおむら

-
表
聞
に
つ
い
て

期
末
勤
勉
手
当
は
、

一
般
に
ボ

ー
ナ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

給
料
月
額
に
同
表
の
支
給
割
合
を

乗
じ
た
額
が
職
員
に
支
給
さ
れ
ま

す
。退

職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料

月
額
に

一
定
の
支
給
率
を
乗
じ
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
率
は

勤
続
年
数
と
退
職
の
事
由
に
よ

っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
そ

の

一
部
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

-
表
闘
に
つ
い
て

市
長
な
ど
三
役
の
給
料
お
よ
び

市
議
会
議
員
の
報
酬
を
示
し
た
も

の
で
す
が
、
こ
の
報
酬
な
ど
は
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
の
代
表
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い

て
、
市
議
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
、

平
成
5
年
1
月
1
日
か
ら
改
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

{注
}
表
問
、
山
間
、
問
、
制
は
平

成
4
年
の
給
与
実
態
調
査

に
よ
り
掲
げ
て
い
ま
す
。

九
州
電
力
か
ら
贈
ら
れ
た

ス
ズ
ラ
ン

(
市
役
所
)

(6)行政職の級別職員数の状況 (平成 4年 4月 1日現在)

区 分 8 級 7 級 6 級 5 級 4 事及 3 級 2 キ及 級 計

人 人 人 人 人 人 人 人 人

1哉 員 数 27 23 198 84 37 63 23 19 474 

% % % % % % % % % 

構 成 上七 5.7 4.8 4l.8 17.7 7.8 13.3 4.9 4.0 100.0 

(ア)職員手当の状況

期末・勤勉 手当 退 職 子 当

( 4年度支給率) ( 5年度支給率)

期末手当 勤勉手当
自己の都合による退職 定年による退職

6月期 l.6月分 0.6月分

12月期 2.1月分 0.6月分 勤続 20年 21月分 34.65月分

3月期 0.55月分 勤続 25年 28.375月分 44.55月分

計 4.25月分 l.2月分

職務上の段階、職務の
勤続 35年 48.125月分 63.525月分

級等による加算措置 有 最高限度額 60月分 63.525月分

(8)特別職の報酬等の状況

区 分 市 長 助 f~ 収入役 3義 長 高 ii義長 議 員

円 円 円 円 円 円

幸良 画用 等 830，000 688，000 606，000 437，000 370，000 353，000 

期末手 当 ( 4年度支給割合) 6月期l.6月分 12月期 2.1月分 3月期 0.55月分 計 4.25月分

含
隼
凸
也
事
お
守

E
F

ー
市
民
交
通
傷
害
保
険
l

毎
年
、
多
数
の
交
通
事
故
に
よ

る
犠
牲
者
が
で
て
い
ま
す
。
昨
年

は
市
内
で
も
9
人
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
、
ま
た
、
数
字
に
表
わ
れ
な

い
事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
意
な
事
故
に
備
え
、
掛
金
も

安
く
、
加
入
や
保
険
金
の
請
求
も

簡
単
な
市
民
交
通
傷
害
保
険
に
、

多
く
の
皆
様
の
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。

加
入
で
き
る
人

市
内
に
住
ん
で

い
る
人
、
ま
た
市
内
に
通
勤
通
学

し
て
い
る
人
。

掛
金

1
口
年
額
4
8
0
円
で
1

人
2
口
ま
で
。
年
の
途
中
加
入
の

人
は
月
割
刊
円

夜間の亥通事故防止

一歩行者や自転車乗用者の注意点一

支
払
い
保
険
金

(
1
口
)

-
死
亡
の
場
合

:i
o
o万
円

-
け
が
の
場
合
・:
治
療
期
間
に
応

じ
5
千
円
か
ら
ロ
万
円
ま
で
。

申
込
開
始

3
月
1
日
側
か
ら

申
し
込
み
窓
口

市
役
所
(
総
務
課
)

・
各
出
張

所
(
町
内
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ

る
場
合
は
町
内
会
へ
)

※
詳
し
く
は
、
別
に
配
布
し
ま
し

た
チ
ラ
シ
(
加
入
申
込
書
付
)

を
ご
覧
く
だ
さ
る
か
、
総
務
課

交
通
防
犯
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
(
内
線
2
1
4
)。

白
っ
ぽ

い
服
を
着
る

騒動
信一

号
を
守
る

ドライバーの注意点-

・必ずシートベルトを・スピードは控えめに

・無謀な運転をしない・早めにライトをつける

- 9 



がんP2すねJ

子
供
た
ち
の

安
全
を
願
っ
て

l
-父
通
指
導

1

吉

田

忠

男

さ

ん

(
苅
歳
・
西
三
城
町
〉

無
欲
で
頑
張
り
ま
す

11 

ボ

ト
11 

安

東

美

紀

さ

ん

(
旬
歳

・
竹
松
本
町
〉

平成 5年 3月号

東さん家族(久原 1T (3) 

なかよし家族

広報おおむら

右
か
ら、

明
彦
さ
ん
側
、
明
さ
ん
側
、
貴
徳
く
ん
凶
、

陽
子
ち
ゃ
ん
問
、
和
代
さ
ん
側
、
サ
チ
さ
ん
側

純

一
郎
く
ん
側
、

雨
の
日
も
風
の
日
も
、
毎
朝
、

西
大
村
小
学
校
前
の
横
断
歩
道
で

交
通
指
導
を
さ
れ
、
通
学
す
る
子

供
た
ち
の
安
全
を
守
っ

て
お
ら
れ

る
吉
田
さ
ん
。
い
ま
で
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
と

っ
て
も
な
く
て
は
な

ら
な
い
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
指
導
員
と
な
っ
て
日
年
、

こ
こ
で
の
立
哨
は
9
年
に
な
ら
れ

る
そ
う
で
す
が
、
「
全
然
つ
・
ら
い

と
思
い
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
る
も

の
の
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
頭
が
下
が
る

思
い
が
し
ま
す
。

子
供
た
ち
か
ら
は
、
や
さ
し
い

お
じ
い
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労
に
対
す

「高
望
み
し
な
い
で
無
欲
で
頑

張
り
ま
す
」
と
、
決
意
を
新
た
に

す
る
大
村
園
芸
高
校
ボ
l
ト
部
の

安
東
さ
ん
。
高
校
2
年
生
。

3
月
に
、
静
岡
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
の
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
の
部

に
出
場
さ
れ
る
。

中
学
時
代
は
女
子
柔
道
、
高
校

に
入

っ
て
始
め
た
ボ

l
卜
競
技
、

持
ち
前
の
根
性
と
精
神
力
で
め
き

め
き
と
上
達、

昨
年
は
山
形
国
体

に
出
場
、
静
岡
で
聞
か
れ
る
全
国

大
会
も
今
回
で
3
回
目
。

夏
は
炎
天
下
の
中
、
日
陰
も
な

く
水
も
飲
め
な
い
、
冬
は
冷
た
く

足
は
真
っ
赤
に
な
り
シ
ピ
レ
て
く

る
、
も
ち
ろ
ん
、
ウ
エ
イ
ト
や
走

ぼ
く
の
家
は
7
人
家
ぞ
く
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
海
に
魚
を

と
り
に
行
く
り
ょ
う
し
て
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
弟
の
め
ん
ど
う

を
見
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
し

ご
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
に
行
っ
て

い
ま
す
。
妹
は
今
、
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
に
む
ち
ゅ
う
で
す
。

ぼ
く
の
家
ぞ
く
は
、
み
ん
な
な

か
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

(純

一
郎
)

る
感
謝
文
や
、
入
院
し
た
と
き
の

激
励
文
な
ど
が
贈
ら
れ
た
り
、
卒

業
生
か
ら
の
便
り
も
き
て
い
る
。

吉
田
さ
ん
の
唯

一
の
宝
物
で
す
。

「元
気
で
い
る
聞
は
、
ず

っ
と

続
け
ま
す
よ
」
と
、
に
こ
や
か
に

話
さ
れ
る
吉
田
さ
ん
の
横
顔
に、

子
供
た
ち
へ
の
思
い
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

趣
味
も
多
く
、
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル

は
得
意
中
の
得
意
、
何
と
、
約
1

5
0
個
の
メ
ダ
ル

・
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
所
狭
し
と
飾
ら
れ
て
あ
り
、
そ

の
活
躍
ぶ
り
は
見
事。

ま
た
、

絵

も
た
し
な
ん
て
お
ら
れ
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、
お
元
気
で
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

り
込
み
な
ど
の
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
も
欠
か
さ
な
い
。
そ
ん
な
厳
し

い
練
習
に
耐
え
記
録
に
挑
戦
、
そ

れ
だ
け
に
、
勝
利
を
手
に
し
た
と

き
の
喜
び
は
大
き
い
。

同
校
の
ボ
l
卜
部
は
、
古
い
歴

史
と
伝
統
を
誇
っ
て
お
り
、
現
在

部
員
は
男
女
ロ
l
U
人
、
安
東
さ

ん
の
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
の
ほ
か
に

団
体
女
子
の
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
も

一
緒
に
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
全
国
大
会
を
前
に
内
田

監
督
、

O
B
の
先
輩
ら
の
指
導
の

も
と
、
息
も
ピ

ッ
タ
リ
の
練
習
が

続
い
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

罰、n 

f 

大村手話サークル

私
た
ち
大
村
手
話
サ
ー
ク
ル
は
、

手
話
を
通
じ
て
、
聴
覚
に
障
害
の

あ
る
方
々
の
情
報
保
障
と
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
1
シ
ョ
ン
手
段
の
確
保
、
福

祉
文
化
向
上
の
た
め
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
幻
年
に
発
足
し
て
以
来
、

現
在
、
会
員
は
却
人
、
仕
事
と
両

立
し
て
の
活
動
で
す
の
で
大
変
で

県
の
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に

出
場
す
る
富
の
原
小
学
校

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

全国大会にむけ猛練習

- 10-

す
が
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
、

や
り
が
い
の
あ
る
活
動
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
県
下
の
サ
ー

ク
ル
と
の
交
流
会
、
研
修
会
と
楽

し
い
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
手

話
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
、
何
か
や
り
が
い
の
あ
る
活

動
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
、

ぜ
ひ

一
度
、
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

定
例
会

毎
月
第
1
木
曜
日
、
第

4
水
曜
日

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

。
手
話
講
習
会

毎
週
水
曜
日
午
後
6
時
よ
り

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

連
絡
先
(
宮
@

3
7
6
4
山
下
)

唱し'4、

県内の強豪チーム相手に大健闘、粘りとガ

ッツで勝利をおさめた富の原小学校ミニバス

ケットボーノレクラブ(監督:田島晃教諭・ 33

1 人)03月28日-31日まで東京代々木競技場てや

行われる第24回全国ミ ニバスケットボーノレ大

会に、長崎県代表として出場します。

富小チームは初の全国大会出場ですが、大

会へ向けて猛練習を続けています。

キャプテンの中村君は「自分たちのプレー

をして、悔いの残らない試合をしたい」と抱

負を言苦ってくれました。

回
遊
一
式
の
美
し
い
庭
園
を
保
っ
て
い
る

桜
田
屋
敷
跡
(
大
村
公
園
)

「
策
ん

い
散
」

{
n
J
ん

柏

崎

b
」

h

o

‘‘
J
F
 

r
T
J
V
品
、

，，Fi

・E

a

-

-思固巴窃即

大
村
公
園
の
噴
水
近
く
に
新
し
く
で
き

た
案
内
板
が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
よ

く
見
る
と
、
「
現
在
地
」
の
す
ぐ
上
の
所

に
、
桜
田
邸
跡
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔、

こ
の
地
に
大
村
氏
の

一
族
が
次
々

と
居
住
し
た
と
い
う
屋
敷
は
今
は
す
で
に

な
く
、
庭
園
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
庭
園
は
池
泉
の
周
囲
を
静
か
に
散

策
し
観
賞
で
き
る
回
遊
式
庭
園
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
背
後
の
築
山
は
円
融
寺

跡
の
石
庭
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
し
て
、

青
石

が
多
く
使
用
さ
れ
た
連
山
手
法
で
、
江
戸

初
期
の
様
式
を
示
し
た
中
規
模
の
大
名
庭

園
と
し
て
貴
重
な
遺
構
で
す
。

今
ま
で
は
素
通
り
し
て
い
た
場
所
で
す

が
、
じ
っ
く
り
見
て
い
る
と
確
か
に
素
晴

ら
し
い
庭
園
で
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

- 11-
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デ
フ
・
。
ハ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
-
ひ
と
み

「
さ
く
ら
も
の
が
た
り
」
大
村
公
演

デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・
ひ
と
み
は
、

健
聴
者
と
耳
の
不
自
由
な
人
が

一
緒
に
作

っ
た
劇
団
で
す
。

今
回
の
公
演
は
「
さ
く
ら
も
の
が
た
り
」
。

さ
く
ら
が
語
る
人
と
自
然
、
心
と
心
の
交

流
を
描
い
た
四
季
の
物
語
で
す
。

手
話
・
パ
ン
ト
マ
イ
ム
・
お
神
楽
・
人

え

い

ぎ

形
・
影
戯
を
利
用
し
て
の
視
覚
に
訴
え
る

演
劇
と
、
常
滑
焼
き
を
利
用
し
て
の
心
に

響
く
音
楽
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
時

3
月
お
日
制

開

演

午

後

6
時
初
分

場
所
市
民
会
館

前
売
入
場
券
大
人
2
、
0
0
0
円
、
中

高
生
1
、
5
0
0
円
、
子
供
1
、
0
0
0

円
(
託
児
所
有
り
)

詳
し
く
は
、
さ
く
ら
も
の
が
た
り
大
村

公
演
実
行
委
員
会
・
宮
川
(
宮
@
7
3
3

1
)
ま
で

春
休
み
・
放
課
後
の

学
童
保
育
入
所
児
童

ほ
し
ゅ
う

申
し
込
み
お
よ
び
説
明
会

3
月
7
日
側
、
午
前
叩
時

i
H時

-
あ
さ
ひ
っ
こ
ク
ラ
ブ
(
木
場
の
パ
ス
方

向
転
換
所
前
)

-
と
ま
と
ク
ラ
ブ
(
大
村
幼
稚
園
内
)

・
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
三
城
幼
稚
園
内
)

3
月
刊
日
制
、
午
前
叩
時

i
H時

・
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
(
中
央
幼
稚
園
内
)

・
く
さ
ぶ
え
ク
ラ
ブ
(
富
小
横
ま
る
た
か

商
庖
前
)

問
い
合
わ
せ
大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

・
あ
さ
ひ
っ
こ
(
宮
⑪
6
2
9
0
旭
が
丘

小
校
区
)

-
と
ま
と
(
宮
@
6
4
3
8
大
村
小
校
区
)

・
に
ん
じ
ん
(
宮
⑫
4
0
8
4
三
城
小
校

区
)

-
さ
く
ら
ん
ぼ
(
宮
@
3
3
3
9
中
央
小、

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
ヘ
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
が
、
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
ら
れ
た
と
き
に
支
払

っ
て
お
ら
れ
る
医
療
費
の
総
額
が
い
く
ら

だ
っ
た
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
?

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
診
療
で
か
か
っ
た

医
療
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
の
が
医

療
費
通
知
で
す
。
今
回
は
、
日
月
分
を
3

( 

月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
、
老
人
保
健
事
業
の
健
全

な
運
営
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係
(
内
線
1

5
5
)
 

，( 

両
小
、
放
虎
出
小
校
区
)

-
く
さ
ぷ
え
(
宮
@
1
5
8
2
富
小
、
竹

小
校
区
)

そ
の
ほ
か
の
校
区
は
、
市
連
絡
協
(
宮

@
2
8
6
0
浜
町
)
へ

※
新
入
児
童
は
、
春
休
み
か
ら
入
所
で
き

ま
す
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

重
度
ゆ
身
障
害
児

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

支
給
対
象
者
5
月
5
日
現
在
市
内
に
引

き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
に
該
当

rn色由間部菌室和記官邸ヘ

思~毘国昌

( 

す
る
重
度
心
身
防
害
川
ん
と
附
属
し
て
介
護

し
て
い
る
保
護
者

-
身
体
障
害
者
子
帳
1

・
2
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
重
度
の
身
体
障
害
児

-
児
童
相
談
所
ま
た
は
精
神
薄
弱
者
更
一止

相
談
所
が
判
定
し
た
重
度
の
精
神
薄
弱

児
-
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
重
度
心
身
障
害
児

見
舞
金
額

1
0
、

0
0
0
円

申
込
期
間
4
月
1
日
嗣
1
日
日
嗣

必
要
な
も
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
、
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

(
郵
便
局
以
外
の
も
の
)
、
印
鑑
は
か

申
請
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童
家
庭

係
(
内
線
1
5
3
)

12 

平和祈念事業特別基金では、戦後、旧ソ連邦またはそン

ゴツレ国の地域において強制抑留された人、または、そのご

遺族に内閣総理大臣名の慰労品(書状・銀杯)を贈呈して

います。

また、これらの方々のうち年金恩給や公務員の共済年金

などを受給されていない人には、慰労金(10万円)が支給

されます。

請求期限 3月31日(水)

請求先 平和祈念事業特別基金(干112東京都文京区大塚

5 -3 -13 fi03-3945-4703 

聞い合わせ 県高齢福祉援護課(代官0958-24 -1111) 

※請求書類は、県高齢福祉援護課または市福祉課にありま

す。

※贈呈は 1回限りで、請求済みの人は該当しません。

t 
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町、

( ¥ 

支
給
要
件

4
月
1
日
現
在
で
市
内
に
引

き
続
き
3
か
月
以
上
住
所
を
有
し
、
小
学

校
・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

申
請
期
間

3
月
日
日
ω
l
M
日
嗣

申
請
に
必
要
な
も
の

預
金
通
帳
(
保
護

者
名
儀
の
も
の
。
郵
便
局
を
除
く
)
、
印
鑑

d+
4
V

3
 

ー
ヵ

祝
金
の
額

3
、

0
0
0
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
家
庭

係
(
内
線
1
5
3
)

小
・
中
学
校

入
学
遺
児
に

祝
金
を
支
給
し
ま
す

第
M
U

回
長
崎
県

身
体
障
害
者
体
育
大
会

出
場
者
募
集

対
象
と
な
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
い
な
い
児
童
・
父
母
が

い
な
く
て
、
父
母
以
外
の
人
に
養
育
さ
れ

て
い
る
児
童

福祉医療費の自己負担額が変わります
大村市てやは、保健の向上・福祉の増進を図るため医療費の一部を助成していますが、

4月 1日診療分から、自己負担額が変わります。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
機
能
の
回
復
と
体

力
の
維
持
増
強
を
図
り
、
自
ら
の
障
害
を

克
服
し
て
生
き
て
い
く
能
力
を
育
て
る
と

と
も
に
、
社
会
の
身
体
障
害
者
に
対
す
る

医療名 対 象 者 助成の対象 自己負担額

2歳未満児 入院 ・外来
乳 幼児 ーー ーーーーー ーーーーーーーーーー『ー---ー ー，ーーーーーーーーー--ー ーー ー ・ー・. --司'・ ・・ ーー--ーーーー--ト ーーー 1か月 1，000円

2歳以上 3歳未満 入 院

:配偶者のいない女子で20歳未満の子
母 ，

を監護 している人
母 子 ー ー・ーーーーー ・・ ・ー ・・・・・・・ー ーーーーーーー ーーー ーーーーーー ーーー ー 入院・外来 1か月 1，000円

子 :18歳未満の子(高校在学は20歳未満)

身障手帳 1-4級
入院 ・外来

心身障害者 療育手帳A1・A2・B1・B2 1か月 1，000円
ーーー ーーーーー ーー ーーー ーー --トー ・ ー ---ーー-ー・ ・ー・ー ーーーー ーーー ー ー ----ーーーーーーーーー ーーー. ー・・・・ ーーーーーーーーー

身障手帳 5-6級 入 院

老保障害 身障手帳 1-2級、療育手帳A1・A2 入院 1か月 1，000円

50歳以上70歳未満の人て¥配偶 : 50歳代 入院 1 日 700円

者と死別または離婚し、現に婚

ーーーーーーーーー司ー ーーーーー ーーーー ーーーーー -----.ー ，・ーーー----- -司

寡 婦 入院 1 日 700円

姻していない女子
: 60歳代

外 来 1か月 1，000円

未婚の女子 60歳以上70歳未満の人で¥扶養義務者と
入院 1 日 700円

(単婦) 生計を同一にしていない女子

68歳以上70歳未満の人て¥配偶者と死別 入院 1 日 700円
寡 男

または離婚し、 現に婚姻 していない男子 外来 1か月 1，000円

福祉課福祉係

老人保健受給者のみなさんの

一部負担金が変わります
1日診療分から変わります。

問い合わせ

認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

日
時

5
月
初
日
目
、
午
前
9
時
加
分

種
目

陸
上

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・

車
球

・

盲
人
卓
球

・
水
泳

参
加
資
格

県
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
日
歳
以
上
の
人

申
込
期
限

3
月
1
日
刊

申
込
先

福
祉
課
福
祉
係
(内
線
1
5
7
)

医療機関の窓口で支払う 一部負担金が、

医療名 対 象 者 助成の対象 自 己 負担 額

国の老人保健制度70歳 外来 1か月 1，000円
ーーーーーーーー，ーー ー・ F ・------ーー・ーー争--ーーー ーーーーーーーーー ーー-ーーーーー ・ーーー司ー

以上の老人 入院 1 日 700円

老人保健 政令で定める障害の状 ※ 市町村民税非課税世帯に属する老齢福祉年金受

態にある 65歳以上70歳 給者の人てや、市町村長の認定を受けた人は、入院

未満の老人 1日につき 300円(2か月限度、その後無料)

身
体
障
害
者
の

自
動
車
操
作
訓
練
を

行
い
ま
す

福祉課福祉係

健康テレホふサービス
ft23-4646まだは合0958-26 -5511 

問い合わせ

月 インターフエロン

月3 火 うさぎ跳びの弊害

の 水 アトピーと食事
フー 木 目ヤニ

マ
/立¥主 気になる口臭

土日 女性の性欲減退
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固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧
は

3
月
4
l

巴
か
ら

平
成
5
年
度
の
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間

3
月
1
日
側
l
m
日
刊

時

間

午

前

8
時
初
分
l
午
後
5

キ
寸※

休
日
(
日
・
祝
、
第
2
・
4
土

曜
日
)
お
よ
び
第
1
土
曜
日
の

午
後
は
除
き
ま
す
。

場
所
税
務
課

本
人
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
状
ま
た
は
承
諾
書
が

必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
価
格
な
ど
に
不
服
が
あ
る

場
合
は
、

4
月
1
日
同
ま
で
に
審

査
の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
税
務
課
固
定
資
産

税
係
(
内
線
1
2
0
・
1
2
1
)

平
成

5
年
度

建
設
工
事
な
ど
の

指
名
願
の
申
請
を

平
成
5
年
度
に
市
が
行
う
建
設

工
事
や
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の

と
お
り
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

中地区公民館を定例的に利用しているグノレ

ープが、日ごろの活動成果を発表します。

多数お出かけください。

各グノレープへの参加は、誰でもいつでもで

きます。 この機会に何かはじめてみませんか。

要
件
①
建
設
工
事
:
・建
設
業
の

許
可
を
有
し
、
か
つ
経
営
事
項
の

審
査
を
受
け
て
い
る
人

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
:
・
営
業
に
関
し
、
法
律
上
必
要

と
な
る
資
格
を
有
す
る
人

申
請
期
間

3
月
1
日
側
i
n
日

体申
請
書
類
建
設
省
統
一
様
式
は

カ申
請
・
問
い
合
わ
せ
管
財
課
監

理
係
(
内
線
2
3
0
)

図
書
館
・
史
料
館

休
館
し
ま
す

図
書
・
資
料
の
整
理
・
点
検
、

カ
1
ド
目
録
の
整
備
な
ど
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

期
間

3
月
日
日

ωlお
日
同

-
舞
台
発
表
の
部

3
月
7
日
畑

午
前
叩
時

i
午
後
5
時

内
容
民
踊
・
詩
吟
・
剣
詩
舞
・

コ
ー
ラ
ス
・
日
舞
・
ア
l
ト
バ
レ

エ
・
健
康
体
操
・
大
正
琴
・
民
謡
・

レ
ク
ダ
ン
ス
・
扇
舞
ほ
か

-
展
示
発
表
の
部

3
月
日
日
出
r
〉
何
日
明

午
前
9
時
i
午
後
4
時
犯
分
(
日

日
仰
は
午
後
3
時
ま
で
)

内
容
水
彩
画
・
油
絵
・
木
彫
・

俳
句
・
書
・
木
目
込
人
形
・
フ
ラ

な
お
、

3
月
日
日
岡
山
ま
で
通
常

ど
お
り
図
書
の
貸
し
出
し
は
行
い

ま
す
。

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

3
月
日
日
側
、
午
後
1
時

初
分

場
所
市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

(
内
線

1
2
6
1
1
2
8
)

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

ン
ス
刺
し
ゅ
う
・
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
・
篠
手
芸
・
お
り
紙
・
手
あ

み
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
生
花
・
紙

、
不
ン
ド
人
形
・
写
真
・
和
栽
・
茶

花
・
ヨ
ガ
・
ク
ラ
フ
ト
ほ
か

茶
会
:
・
展
示
期
間
の
3
日
間
(
茶

券
は
当
日
会
場
で
発
売
し
ま
す
)

著
物
蓄
性
実
演
・:
日
日
l
H
日、

午
後
2
時
か
ら

①
バ
ザ

l

う
ど
ん
・
カ
レ

l
・

ケ
ー
キ
・
寿
し
・
自
然
食
品
・
コ

ー
ヒ
ー
・
手
作
り
作
品
な
ど

①
ガ
レ
ー
ジ
セ

I
ル

3
月
M
日

側
、
午
前
9
時
初
分
i
ロ
時

場
所
中
地
区
公
民
館

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

2
号
掃
海
船
を

払
い
下
げ
ま
す

新
造
掃
海
船
「
は
や
し
お
」
が

就
航
し
ま
し
た
の
で
、

2
号
掃
海

船
を
払
い
下
げ
ま
す
。

物
件
昭
和
同
年
9
月
9
日
製
造
、

全
長
M
m
、
全
幅
川

m
、
ヤ
ン
マ

l
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
漁
法
馬
力
9
馬

力
、
エ
ン
ジ
ン
良
好
。

入
札

3
月
M
日
側
、
午
前
日
時

入
札
場
所
大
村
市
競
艇
事
業
部

1
階
会
議
室

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金
入
札
見
積
額
の
削

分
の
5
以
上
の
現
金

代
金
納
入
方
法
即
納

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
管
理
課
整
備
係

14 

個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
金

平
成

4
年
度
分
申
し
込
み
は

3
月
例
日
ま
で
に

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促

進
を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金

の
融
資
を
利
用
し
て
住
宅
を
取
得

し
た
人
は
、
利
子
補
給
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
金
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0

o万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内

に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

の
新
築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な

い
住
宅
の
購
入
を
含
む
)
お
よ

び
増
改
築
を
行
っ
た
人
。

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還

月
が
平
成
4
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
5
年
3
月
白
日
ま
で
の
人

利
子
補
給
金
の
額
一
律
4
万
円

(
1
か
年
限
り
)

申
込
期
限

3
月
白
日
側

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課



平成 5年 3月号広報おおむら

パ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の

変
更
手
続
き
は
お
忘
れ
な
く

可
毎
年
4
月
1
日
現
在
、
バ
イ
ク

や
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人

に
は
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
他
人
に
譲
っ
た
り
、
解
体
・

売
却
・
盗
難
な
ど
で
実
際
に
は
所

有
し
て
い
な
く
て
も
、
変
更
子
続

き
を
し
な
い
と
い

つ
ま
で
も
課
税

さ
れ
ま
す
。
ま
だ
名
義
や
住
所
の

変
更

・
廃
車
な
ど
の
手
続
き
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
お
早
目
に
。

手
続
き
を
す
る
と
こ
ろ

引
っ
越
し
な
、
と

さ
れ
る
と
き
は

水
道
部
ヘ

引
っ
越
し
な
ど
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
水
道
部
(
消
防
署
の
隣
)
に

手
続
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

料
金
の
精
算
な
ど
を
行
い
ま
す
。

手
続
き
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

水
道
部
業
務
課
料
金
係
(
宮
@

①
1
2
5
∞
以
下
の
バ
イ
ク

・
テ

ー
ラ
ー
な
ど
は
、
市
役
所
市
民
税

係
(
内
線
1
2
2
1
4
)
へ

。

②
2
5
0
∞
以
下
の
バ
イ
ク

・
軽

自
動
車
は
、
軽
自
動
車
協
会
(
長

崎
市
中
里
町
宮
0
9
5
8
⑧
3
2

4
4
1
5
)
へ

。

③
2
5
0
∞
を
超
え
る
バ
イ
ク
は

陸
運
支
局
(
長
崎
市
中
里
町
宮
0

9
5
8
⑧
4
7
4
7
)
へ

。

※
転
勤
な
ど
の
場
合
で
居
住
地
が

変
わ
る
人
も
住
所
や
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
変
更
が
必
要
で
す
。

転
入
の
場
合

l
前
記
「
手
続
き

を
す
る
と
こ
ろ
」
へ

。
転
出
の
場

合

1
転
出
先
の
市
区
町
村
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

自窟申告臨

も号お宿wをすか

( 1 

-平成 4年分の所得税・贈与税の確定申

告および納付は 3月15日(月比てて、、す 0

・個人事業者の平成 4年分の消費税の確

定申告および納付は 3月31日休)までです。

期限間近になりますし税務署は大変

混雑しますので、申告はできるだけ早め

にお済 ませください。

なお、毎週土曜日は休みですのでご注

意く ださい。

また、この時期は税理士の資格を持た

ない、いわゆる 汁こせ税理士。が横行し

ますのでご注意ください。

ナ
ガ
サ
キ
ふ
る
さ
と

景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ

景
観
を
探
ろ
う
」

開
催
日

主
会
場

「潤
い
あ
る
ふ
る
さ
と

諌 3
早月
文 3
イヒ回
全体)
査官 l 

5 
日
(針

;…………品高一;大村子ども劇場第6回高学年例会

4「ひびげ/三昧線vs太鼓J ~ 
4 津軽楽奏団 KAZE公演二 主

き 迫力満点の津軽三味 ・・・・ ..r 
s線と太鼓、しの笛尺 ..  司園・ s
j八一町民3100倍楽しむ夢の競t;.[ぷ巴"11圃

演です0 ・脳ぐ弁明圃.

f日時 3月6即日.... ! .... l!."".. t 

; …紛肘竃;会場市民会館 F駅-..lh
入場料 会費でまかな齢、 ~~ .'l'司・IlJ

電います。 直通園・園 寺
竜 門 E・E ・-き
毛 ※当日の入会も受け付けます。 き

2問い合わせ大村子ども劇場事務愚 i 

; (岱⑮7063小杉〉 ; 

為市...暗中市甲》暗中市暗中暗中田炉噌或

参
加
し
マ
み
ま
せ
ん
か

「
お
除
怒
し
め
会
』

本
好
き
の
子
ど
も
に
育
て
る
に

は
、
読
ん
で
あ
げ
る
の
が

一
番
の

近
道
で
す
。
親
子
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
毎
週
月
曜
日
、

午
後
3
時

入
場
料

無
料

内
容
特
別
講
演
や
パ
、
不
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
事
例
発
表
の
ほ

か
写
真
展
、
美
術
展
、
彫
刻
展
示
、

焼
き
物
展
、
木
工
展
、
ふ
る
さ
と

物
産
展
、
の
ん
の
こ
市
、

雲
仙
・

普
賢
岳
噴
火
災
害
支
援
コ

ー
ナ
ー

な
ど

-トム・ソーヤの官険

ートムとハックとブ、タ騒動-(アニメ27分)

・長靴をはいた猫(アニメ43分)

1

3
時
初
分

場
所
中
地
区
公
民
館

内

容

絵

本
の
続
み
聞
か
せ
ほ
か

(
幼
児
・
小
学
低
学
年
対
象
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ
ん
方
の

協
力
で
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館

(宮
@
1
3
7
6
)

3月13日 |市コミセンい0:00'""竹:00 
出 |西大村コミセン114:00'""15 : 00 

・裸の王様(アニメ21分)

・カバのポトマス(アニメ25分)

・やまあらしがやってきた(アニメ10分)

会場

三 浦出張所

竹松出張所

鈴田出張所

萱 瀬出張所

西大村コミセン

松原出張所

中地区公民館

福重出張 所

市 コミセ ン

問い合わせ 視聴覚ライブラリー

(ft@3161市コミセ ン内)

※中地区公民館は、公民館祭りのため

中止します。

問い合わせ 視聴覚ライブラリ ー

(ft⑪3161市コミ セン内)

3月31日
(水)

- 15-

時 間

10:00-11 :00 

13 :00-14:00 

15 :00-16 :00 

10:00-11 :00 

13 :00-14:00 

15 :00-16:00 

10:00-11 :00 

13:00-14:00 

15 : 00 -16 : 00 

日月

3月29日
(月)

3月30日
(火)



小
型
灘
船
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
ヘ

漁
船
登
録
を
受
け
て
い
て
も
模
査
が
必
要
で
す

①
海
岸
か
ら
ロ
海
里
を
超
え
る
海

域
で
漁
業
を
し
た
り
、
あ
る
い
は

航
行
す
る
場
合
。

②
友
人
ま
た
は

一
般
客
を
乗
せ
て
、

遊
漁
船
、
作
業
船
、
交
通
船
、
潮

干
狩
り
、
海
上
パ
レ
ー
ド
な
ど
に

使
用
す
る
場
合
。

⑦
②
は
、
船
舶
安
全
法
に
基
づ

き
小
型
第
1
種
漁
船
ま
た
は
小
型

遊
漁
兼
用
船
と
し
て
の
強
制
的
な

船
舶
検
査
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ

に
違
反
し
た
場
合
に
は
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

船
舶
検
査
は
、
船
舶
の
構
造
、

復
原
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
救
命
設

備
、
消
防
設
備
、
航
海
用
具
な
ど

の
備
え
付
け
を
確
認
す
る
も
の
で

あ
り
、
洋
上
に
お
け
る
人
命
お
よ

び
財
産
を
守
る
た
め
の
必
要
不
可

欠
の
制
度
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
日
本
小
型
船

舶
検
査
機
構
長
崎
支
部
(
多
良
見

町
8
0
9
5
7
⑬
5
0
9
0
)

市営住宅入居者募集

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 松 2 3K- 7，600-17，000 3DK  
1 

j也 田 3 3DK 15，500 

種
久原第二 2 3DK 21，200 

東諏訪 1 3K 23，200 

池田第一 2 2K 2，800 
2 

竹 松 1 2K 6，400 

種
久原第二 2 3DK 16，600-18，100 

中 央 1 3DK 26，500 

申込期限 3月 8日(月)

抽選日(予定) 3月19日樹、午前10時30分~

申し込み、問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。
労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
く
各
種
免
許
試
験

免
許
試
験
の
種
類
ボ
イ
ラ
ー
技

士
、
同
溶
接
士
、
同
整
備
士
、
ク

レ
ー
ン
運
転
士
、
デ
リ
ッ
ク
運
転

士
、
揚
貨
装
置
運
転
士
、
発
破
技

士
、
ガ
ス
溶
接
作
業
主
任
者
、
林

業
架
線
作
業
主
任
者
、
衛
生
管
理

者
、
高
圧
室
内
・
エ
ッ
ク
ス
線
・

ガ
ン
マ
線
透
過
写
真
撮
影
の
作
業

主
任
者
、
潜
水
士

申
請
期
間
試
験
日
の
2
か
月
前

か
ら
2
日
前
ま
で
(
郵
送
の
場
合

は
日
目
前
ま
で
)

試
験
日
に
つ
い
て
は
、
試
験
の

種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

詳
し
く
は
、
九
州
安
全
衛
生
技
術

セ
ン
タ
ー
(
宮

0
9
4
2
⑬
3
3

8
1
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

県営住宅入居者募集
市内の空き家住宅が対象です。

申込期間 3月22日(月)-24日体)

※申し込み用紙配布は 3月15日(月)から

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村

事務所(宮@6825大村パスターミナノレ 2階)

高
校
・
大
学
奨
学
生

①
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生

募
集
期
間

叩
日
側

資

格

県

内

に

1
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人
の
子
弟
で
、
大
学
に
在

学
中

(
4
月
進
学
予
定
者
を
含
む
)

の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
困
難
で
か
つ
、
人
物
・
学

業
主
(
に
優
れ
て
い
る
人
。

貸
与
月
額

・
国
公
立
2
万
8
、

0
0
0
円

・
私
立
3
万
4
、

0
0
0
円

3
月
日
日
開
j

5
月

公
立
学
校

①
大
村
市
奨
学
生

募
集
期
間

初
日
働

資
格
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

の
子
弟
で
、
高
校
・
国
立
高
専
・

短
大
・
大
学
に
在
学
中

(
4
月
進

学
予
定
者
を
含
む
)
の
人
の
う
ち
、

経
済
的
理
由
で
学
費
の
支
弁
が
困

難
で
、
か
っ
、
学
業
成
績
が
良
好

で
心
身
共
に
健
康
な
人
。

貸
与
月
額

1
万
円

た
だ
し
高
校
、
高
専
に
つ
い
て

は
他
制
度
と
の
併
給
制
限
あ
り
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
庶
務
課

長
崎
西
高

通
信
制
生
徒

働
き
な
が
ら
、
家
事
を
続
け
な

が
ら
、
自
宅
で
学
習
を
進
め
(
登

校
は
日
曜
日
月
2
回)、

4
年
間
で

同
校
を
卒
業
で
き
ま
す
。

学

費

年

額

1
万
5
、
0
0
0
円

程
度
(
教
科
書
な
ど
無
償
)

3 
月
15 
日
目)

4 
月

臨
時
的
任
用
教
員
・
事
務
職
員
な
と

募

集

内

容

教
員

(
常
勤
講
師
・

非
常
勤
講
師
)
・
養
護
助
教
諭
・

栄
養
職
員
・
事
務
職
員
・
実
習
助

手
・
寮
母
・
船
員

※
事
務
職
員
・
実
習
助
手
・
寮
母
・

船
員
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
は

不
要
で
す
。

応
募
方
法
県
教
職
員
課
ま
た
は

最
寄
り
の
教
育
事
務
所
お
よ
び
、

市
教
育
委
員
会
に
志
願
書
を
請
求

の
う
え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
県
教
職
員
課

3
月
5
日
働
1

16 

願
書
申
込
期
間

4
月
5
日
伺

問
い
合
わ
せ
県
立
長
崎
西
高
等

学
校
通
信
制
(
宮

0
9
5
8
⑪
4

6
6
4
)
 

大
村
看
護
高
等

専
修
学
校

ー
二
次
募
集

l

願
書
申
込
期
限

3
月
3
日
附

入
学
試
験

3
月
5
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校
(
宮

@
6
7
1
2
)
 

県
技
術
開
発
研
究
委
託
事
業

技
術
開
発
テ
ー
マ

新
し
い
商
品
を
開
発
し
た
り
、

新
し
い
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
技
術
の
高
度
化
、
事
業
の

多
角
化
を
目
指
し
技
術
開
発
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
中
小
企
業
の
皆

さ
ん
の
技
術
開
発
テ

1
マ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
象
経
費
機
械
装
置
費
、
工
具

器
具
備
品
費
、
材
料
費
、
外
注
費、

人
件
費
な
ど

委
託
額

1
テ
1
マ
あ
た
り
1
、

0
0
0
万
円
以
内

実
施
期
間

4
月
1
来
年
3
月

募
集
期
限

3
月
日
日

ω

問
い
合
わ
せ
鯛
ナ
ガ
サ
キ
・
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団
開
発
研
修
課

(
池
田
2
丁
目
包
@
1
1
3
8
)



平成 5年 3月号広報おおむら

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

長
崎
県
第
ア
団
団
員

対

象

小

学
生
女
子

(新
1
年
生

も
含
み
ま
す
)

締
め
切
り

3
月
刊
日
嗣

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏

名

・
保
護
者
名

・
学
校
名

・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
先

溝
上
佐
和
子
(
武
部
町

4
4
4
8
@
1
3
2
4
)
 

※
少
女
た
ち
の
健
全

・
育
成
会
に

お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
リ

ー
ダ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

大ぼら吹き名人大募集

第5回ほら吹き大会

4月3日(土)、大村神社境内

説
明
会

日
時

3
月
U
日
側
、

午
前
叩
時

1
2会リ

可

E
A
門

H
H

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

「
新
し
い
長
崎
の
う
た
L

ー
テ
l
マ
は
海

1

N
H
K
長
崎
放
送
局
は
今
年
開

局
印
周
年
を
迎
え
ま
す
。

海
に
固
ま
れ
た
長
崎
と
共
に

ω

年
、
そ
こ
で

「海
」
を
テ

1
マ
に

し
た
「
新
し
い
長
崎
の
う
た
」
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
ご
希
望
の
人
は
、
詳
し
い

-E臨孟工惨昨年の大ぼら吹き名人大会

Vほら石吹き

応
募
要
項
と
応
募
用
紙
を
お
送
り

し
ま
す
の
で

o 10月
9 時躍
5 カ3 カ3

8 らら
@午金
3 後:B翠
1 6 ま
2 時てや
4 まの
まで午
て、、宮前

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

大村ネ申社境内に、吹くとlまら貝のような音ガでる石があ

るのをご存じでしょうか?この石にちなんで¥lまら石吹き

大会・大ぼら吹き名人大会を開催します。ふるってこ、参加

くだ、さい。

①!まら石吹き大会〈午後2時---5時〉

はら石を吹いて音の大きさを測定します。 100ホー ン

以上で記念品贈呈。当日午後 2時より随時受け付けます。

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

1
4
月コース
ー

内

容

・

ワ
ー
プ
ロ

一
太
郎
(
初

級
・
中
級
)

・
ア
l
ク
溶
接
特
別

教
育
・
自
動
車
整
備
入
門
・
2
級

建
築
士
(
学
科
)

・
シ
ー
ケ
ン
ス

制
御
(
リ
レ

l
基
礎
)
・
パ
ソ
コ

ン
図
形
処
理
(
花
子
入
門
)

・
高

齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
入
門
編
)

・
コ
ボ

ル
初
級
・
職
場
内
教
育

(
O
J
T
)
の
進
め
方

申
込
期
間

3
月
1
日
開
j

m
日

士

(午後ア時~)

5分以内て¥あなたのゆかし、な大ばらを聞かせてくださ

い。豪華商品を用意しています。

昨年は、エボシ池に生 息するという、幻の巨大スッポン

、エ ッシ一、 や大村湾沿岸一帯に世界中の桜を植樹して桜

万博を開催する話な どが飛び出しました。

募集期限 3月31日体)

申し込み・問い合わせ

①大|まら吹き名人大会

商工観工課

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
3
2
3
)

男
子
・
女
子

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

資

格

・

年
齢
:
・昭
和
初
年
5
月

口
日

1
日
年
5
月
刊
日
生
ま
れ
の

人
・
身
長

:
i
7
o
m以
下
・
体

重
・:⑧
幻
j
日
凶
③
必

l
m
均

-
視
力
・
・
・
裸
眼
で
両
眼
と
も
M
以

上
(
色
盲
不
可
)

応
募
期
限

4
月
幻
日
同

応
募
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
(
玖
島
1

丁
目
岱
@

6
1
9
4
)

ぃ
レ
ュ
エ
ア
・
ワ
ツ
キ
ふ
ワ
・
ス
ワ
l
ル

受
講
者

た
ま
に
は
、
自
分
で
作
ろ
う
。

お
か
あ
さ
ん
に
負
け
な
い
楽
し
い

料
理
を
学
び
ま
す
。

期
間

4
月
刊
日

1
来
年
3
月
ロ

日
、
毎
月
第
2
土
曜
日
、
午
前
9

時
初
分

1
日
時
却
分
(
た
だ
し
8

月
・

1
月
は
除
き
ま
す
。)

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

対
象
・
定
員
中
学
1
1
3
年
生

犯
人
(
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
)

講
師

諌
早
料
理
学
院

柳
原

淳
先
生

無
料
(
材
料
費
は
、

実

受
講
料

費
で
叩
回
分
5
、
0
0
0
円
程
度
)

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所

・
氏
名

・
年
齢
(
学
校
名
・

学

年
)
・
性
別
・

電
話
番
号

・
講
座

名
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

気』い。

申
込
期
限

3
月
刊
日
働
必
着

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
(
幸
町
お
|
お
宮

@
3
1
6
1
市
コ
ミ
セ
ン
内
)

- 17-



平成 5年度

補助・郡中クランド、森園運動広場

ス

ポ

ナイター使用は

登録が必要です

登
録
が
な
い
と
、
ナ
イ
タ
ー
を

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
内
容
責
任
者
、
保
証
人
2

人
と
チ
1
ム
名
薄
、
雨
天
返
納
の

た
め
の
銀
行
口
座

ツ

ナ
イ
タ
ー
の
抽
選
日

・
毎
月
5
日
ー
そ
の
月
の
同
日
1

月
末
ま
で
の
分

-
毎
月
初
日

l
翌
月
の
1
日
1
日

日
ま
で
の
分

※
抽
選
日
が
士
・
日
・
祭
日
の
と

き
は
、
次
の
平
常
日
が
抽
選
日

と
な
り
ま
す
。

※
抽
選
日
の
前
日
ま
で
に
登
録
の

な
い
チ
1
ム
は
、
そ
の
と
き
の

抽
選
会
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

抽
選
時
間
(
時
間
厳
守
)

-
森
園
運
動
広
場

1
午
後
1
時

・
補
助
グ
ラ
ン
ド

1
午
後
2
時

・
郡
中
グ
ラ
ン
ド
l
午
後
4
時

抽
選
会
場
市
役
所
第
7
会
議
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

おおむら軽スポーツ大会

生涯スポーツとして、市民の親善友好

と健康づくりにどうぞ。

日時 3月28日(日)、午前 9時30分

場所市民体育館ほ か

参加資格 市内在住者または市内の事業

所に勤務する人。

種目

①インディ戸力

・男子の部(男女混成可)

①ソフトバレーボール

ei昆成の部(大人 2人子供 2人)

の部(中学生以上)

①クラウンドゴルフ

1チーム 6人編成で年齢性別を聞いま

せん(個人参加も可)

参加費 1，000円(グラウンドゴノレフ個

人参 加 者300円)

申込締め切り 3月18日(桐

申し込み・問い合わせ 体育課

ス鵡一切

嬰盆偲鴎E
阻λlク患~~号

平
成
5
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
加
入
受
け
付
け
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

子
供
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
5

人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
保
険
で
万
一

の
け
が
や
賠
償
責
任
、
突
然
死
な

ど
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。-女子の部

掛
金

(
1
人
年
額
)

子
供
や
文
化
活
動
が

4
0
0
円、

一
般
は
1
、
3
0
0
円
(
老
人
ク
ラ

ブ
団
体
は
6
0
0
円
)

補
償
・
事
故
に
よ
る
死
亡
・
後

遺
障
害
2
、
0
0
0
万
円
(
老
人
ク

ラ
ブ
団
体
は
5
0
0
万
円
)

-
入
院
1
日
に
つ
き
4
、
0
0
0
円

(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
1
、8
0
0

円
)
、
通
院
1
日
に
つ
き
1
、
5
0

0
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
1
、
0

0
0
円
)

賠
償
責
任
対
人
1
億
円
、
対
物

5
0
0
万
円
、
心
臓
麻
庫
な
ど
の

突
然
死
の
見
舞
金
1
0
0
万
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支

部

(
2
0
9
5
8
⑫
3
0
2
4
)

※
加
入
申
込
書
は
体
育
課
・
市
民

体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

-女子

第20回一

防
火
少
年

剣
道
大
会

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る

た
め
、
市
内
各
地
区
の
少
年
剣
士

約
6
0
0
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

日
時

3
月
7
日
刷
、

初
分
開
始

場
所
市
民
体
育
館

主
催
大
村
市
危
険
物
安
全
協
会

主
管
大
村
消
防
署

18 -

午
前
9
時

大
村
健
康
ウ
ォ

l
ク

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

春/・
戸
外
で
伸
び
伸
び
健
康
し

ヰ
品

l
レ
L
4
p

つ
'。

例

会

毎

月

1
回
(
日
曜
日
)

市
内
お
よ
び
近
郊
の
コ

l
ス
約

叩
同
を
ハ
イ
ク
し
ま
す
。

年
会
費

1
世
帯
2
、

0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島
(
宮
(⑪

4
2
8
2
)

市
長
旗
争
奪
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
仲
間
た
ち

が
好
プ
レ

l

・
珍
プ
レ
ー
を
発
揮

す
る
市
民
サ
ッ
カ
ー
の
日
で
す
。

大 4
村ー月
工 4
垂日
毘 (日)
似;

ぎ 11
7 日
予 (日)

期
日

場
所

よ
か

資
格
市
内
在
住
者
お
よ
び
、
市

内
職
場
・
職
域
で
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
1
ム
5
、

0
0
0

円
(
保
険
料
含
む
)

申
込
期
限

3
月
日
日
出

監
督
会
議

3
月
刊
日

ω、
午
後

7
時
よ
り
市
コ
ミ
セ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
(
植
松
3
丁

目
6
7
3
8
@
6
7
8
2
柴
田
)



平成 5年 3月号広報おおむら

少
年
野
球
教
室

期
日

3
月
お
日
附
1
4
月
4
日

目
、
午
前
9
時
1
正
午

場
所

市
営
球
場
ほ
か

対

象

小

学
新
3
1
5
年
生

指
導

大
村
市
野
球
協
会

持
っ
て
く
る
も
の

グ
ロ
ー
ブ

申
し
込
み

体
育
課

第

2
回
お
お
む
ら

市
民
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
選
手
権
大
会

期
日

4
月
4
日
制

場
所

市
営
陸
上
競
技
場

参
加
資
格

男
お
歳
以
上
、
女
初

歳
以
上

競
技
種
目

1
0
、
0
0
0
灯
を

除
く
全
種
目
(
競
歩
を
含
む
)

競
技
区
分

5
歳
ご
と
の
年
代
ク

ラ
ス
に
区
分

参
加
料

1
種
目
2
、

0
0
0
円

(1
人
3
種
目
ま
で
)

申
込
期
間

3
月
1
日
側
1
日
日

日
川申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
収
納
係

・
川
島
(
休

日
お
よ
び
夜
間
宮
(⑪
4
2
8
2
)

第
何
回

お
お
む
ら
駅
伝

競
走
大
会
成
績

一
般
A
ク
ラ
ス
①
郡
中
タ

ロ
ウ

②
理
容
く
り
は
ら
A
③
管
友
会

一
般
B
ク
ラ
ス
①
陸
自
大
村
②

コ
マ

ツ
電
子
金
属
③
大
村
工
業
A

ご
寄

ff
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

①
香
典
返
し

文
化
基
金
へ

V
渡
辺
利
喜
夫

叩
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
岸
野
功
(
大
川
田
町
)
初
万
円

V
瀬
崎
明

(
久
原
1
丁
目
)

3
万

円V
田
中
チ

ヨ

(
久
原
2
丁
目
)
日

万
円

V
中
村
明
則
(
諏
訪
2
丁
目
)
叩

万
円

V
鈴
田
元
秋
(
玖
島
2
丁
目
)
初

万
円

V
東
ミ
ス
ヱ

(
富
の
原
1
丁
目
)

3
万
円

V
宮
本
幸
江

(宮
小
路
3
丁
目
)

叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
片
測
久
枝
(
小
路
口
本
町
)
印

(
久
原
1
丁
目
)

(
敬
称
略
)

万
円

V
渡
造
真
澄
(
植
松
2
丁
目
)
金

一
封

V
津
山
フ
サ
(
鬼
橋
町
)

3
万
円

V
和
由
美
知
子

(
乾
馬
場
町
)
初

万
円

V
南
ヒ
サ
エ

(
東
本
町
)
印
万
円

V
内
田
勇
(
諏
訪
3
丁
目
)

5
万

円①
一
般
寄
付

大
村
小
学
校
へ

V
山
崎
鹿
雄
(
久
留
米
市
)

旗

・
竹
馬
口
万
円
相
当

V
永
田
賢
一
一
(
植
松
2
丁
目
)
長

机
四
万
5
千
円
相
当

福
重
小
学
校
へ

V
福
重
小
学
校
P
T
A
I
ガ
ス
湯

沸
器

3
万
円
相
当

文
化
基
金
へ

V
本
経
寺
寒
行
団
H
H
m

万
円

校
章

大
村
市
斎
場
へ

V
間
為
永
葬
儀
社

1
香
炭

・
香

清
和
国
へ

V
高
原
生
花
庖
l
生
花
(
盛
花
)

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫

・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
l
奉
仕

社
会
福
祉
基
金
へ

V
九
州
電
労
大
村
発
分
会
U

も
ち

つ
き
大
会
益
金
3
万
円

V
芳
文
会

1
1
万
円

V
松
尾
今
吉
(
杭
出
津
1
丁
目
)

拾
得
物
の
謝
礼
金
1
万
円

V
斉
藤
雅
子
(
杭
出
津
2
丁
目
)

1
万
円

マ
妙
宣
寺
寒
修
行
団

l
m
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
九
州
電
労
大
村
発
分
会

1
2
万

3
千
5
0
0
円

V
長
安
寺
寒
行
団

1
5万
円

三
彩
の
里
へ

V
長
尾
官
子
(
長
崎
市
)

お
菓
子

V
大
村
地
区
労

1
も
ち
米
ほ
か

V
九
州
花
王
販
売
納
長
崎
支
庖
H
H

石
ケ
ン
は
か

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
樋
口
キ
サ
(
木
場
2
丁
目
)
み

か
ん

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V
山
道
医
院
リ
ケ
l
キ

V
栗
鷹
物
産

l
ケ
ー
キ

V
ア
ト
リ
エ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
H
H
ケ

ー
キ

V
黒
木
医
院

l
図
書

・
5
万
円

V
光
陽
会
有
志
l
慰
問
・

図
書
券

ま
か

V
大
村
地
区
同
盟

1
1
万
4
千
円

V
コ

l
ル
あ
じ
さ
い
H
H
慰
問

・
お

も
ち
ゃ

V
海
自
大
村
航
空
基
地
隊
運
搬
隊

1
5
万
円

V
大
村
航
空
基
地
l
3
万
3
千
2

7
0
円

V
横
田
俊
子
(
池
田
1
丁
目
)
お

手
玉
ほ
か

V
天
理
教
婦
人
部

l
奉
仕

V
海
江
田
医
院
l
お
も
ち
ゃ

V
鎮
西
学
院
高
等
学
校

1
5
万
円

V
丸
栄
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
1
5
千

8
1
3
円

V
東
彼
杵
町
婦
人
会
H
H
も
ち

V
美
容
室

へ
ア
メ
イ
ク

M
l
理
容

奉
仕

V
長
崎
女
子
短
期
大
学
H
H
ケ
ー
キ

慈
恵
荘
へ

V
健
康
を
守
る
会
泰
道
日日
刊
万
円

V
九
州
花
王
販
売
納
長
崎
支
庖
佐

世
保
営
業
所
l
シ
ャ
ン
プ
ー
は
か

V
大
久
フ
ァ
ミ
リ
ー
1
花
芝
ほ
か

V
法
照
寺
l
み
か
ん

V
中
村
次
男
(
久
原
2
丁
目
)
花

束
ほ
か

V
永
測
屋
H
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
南
ク
リ
ー
ン
l
理
容
奉
仕

V
み
か
ど
美
容
院
M
H
理
容
奉
仕

泉
の
里
へ

V
田
中
国
治

も

(徳
泉
川
内
町
)

V
永
測
屋
H
H
ま
ん
じ
ゅ
p

フ

V
立
正
佼
成
会
H
H
供
養

V
諏
訪
保
育
園
H
H
み
か
ん
ほ
か

V
鈴
木
・
和
田

・
好
田

・
平

・
井

手
理
容
院
H
H
理
容
奉
仕

V
大
川
田
老
人
会
l
奉
仕

V
大
村
部
隊
音
楽
隊
H
H
慰
問

V
大
村
た
ば
、
』組
合
婦
人
部
l
植

木
鉢

V
ダ
・
カ

i
ポ
コ
ー
ラ
ス

1
慰
問

手
品

、，

ー
ヵ

V
日
本
た
ば
、
」
産
業
側
長
崎
営
業

所

1
た
ば
、
」

V
片
町
保
育
園

1
慰
問

・
ケ
ー
キ

V
萱
瀬
保
育
園

l
慰
問

・
菓
子

V
木
場
第
三
子
供
会
H
H
ケ
ー
キ

V
小
佐
古
子
供
会
H
H
も
ち

V
旭
が
丘
小
6
年
2
組
1
慰
問

・

雑
布

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
支
部

U
2
万
円

V
松
尾
末
男
(
武
留
路
町
)
も
ち

米V
開
俊
久
(
佐
賀
市
金
立
町
)
叩

万
円

V
竹
下
京
子

ッ
ト

(
原
町
)

タ
オ
ル
ケ

V
浦
山
市
次
(
日
泊
町
)
み
か
ん

V
岩
本
稔
(
東
野
岳
町
)
王
子

V
岩
見
正
義
(
杭
出
津
2
丁
目
)

5
万
円

V
九
州
花
王
販
売
納
長
崎
支
応
佐

世
保
営
業
所
l
シ
ャ
ン
プ
ー
ほ
か

V
瀬
崎
明
(
久
原
1
丁
目
)

2
万

円

ハ叫
U



カレジター3月
安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ T 6(日火) 乳鈎児健康相談鈴田出張所 ③ 9: 30-11 : 00 

4日
市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 : 00-9 : 30 

(月)
⑮母子健康子帳、ズ、ポ、ン 17日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 

一般健康相談市役所 13: 00-16 : 00 (水) ⑮母子健康子帳
⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

2 (日火) 乳鈎児健康相談福重出張所⑧13: 30-15 : 00 
3歳児健康診査大村保健所

⑧ 9 : 30-10 : 00 13: 00-13 : 30 

3日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 18日 ⑩平成元年 9月生まれ(元年 3月-8月生まれて、

(水) ⑮母子健康子帳 (木) まだ受けていない人も受診してくださし、)

⑮母子健康子帳、問診票

明日の親のための学級(6) 定期巡回献血市役所 9 : 30-12 : 00 

5日 市コミセン 13 : 00-16 : 00 

(劃 成人の健康相談福祉センター 13: 00-15 : 00 1 j霧6か月児健康診査

⑮40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 19日 市コミセン ⑧13 : 00 -13 : 30 

(劃
⑩⑮-一12日(針と同じ

当番医 成人の健康相談福祉センタ-13 : 00-15 : 00 
ア日

(内)吉田内科クリニック 本町宮@1177 ⑮⑮… 5日働と同じ

(日) (耳)山口耳鼻咽喉科医院東本町宮@2706

20日 当番医

乳刻児健康相談市コミセン (内)近藤医院東本町 2⑪1166 

9日
⑧ 9 : 30-11 : 00、13: 30 -15 : 00 (土・祝) (目艮)みね眼科東本町 宮⑪3011

⑮離乳食教室 10 : 30-15 : 00 
(火) 明日の親のための学級(討 当番医

市コミセン 18 : 30-20 : 00 21日
(内)川本医院久原1丁目 合⑪5675

(日)

10臼 妊婦教室(2) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 
(外・内)牧山医院宮小路2丁目 合@7831

(7j() ⑮母子健康子帳 22(日月) 乳幼児健康相談三浦出張所 ⑧ 9:30-11 :00 

11日 機能訓練根気の会福祉センター 13:30-15:30
24日

(本) ⑮ファンシ一手芸
妊婦教室岡) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 

(水) ⑮母子健康子帳

1 j歳6か月児健康診査市コミセン
25日⑧13 : 00-13 : 30 機能訓練根気の会福祉センタ-13:30-15:30 

12日 ⑮平成 3年8月生まれ(3年3月-7月生まれて、 (木) ⑮体力測定

まだ受けていない人も受診してください)
告白 ⑮母子健康子帳、問診票、歯ブラシ 28日 当番医

明日の親のための学級(8) (日)
(内・呼)おおつか内科医院西三城町宮@8080

市コミセン 9 : 30-13 : 00 (外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目宮@3070

14日 当番医 略号の説明 ⑨…対象 ⑧...受け付け ⑮...内容

(日)
(内・呼)tもなが内科クリニツク杭出津2丁目 E⑪5000 ⑮…持ってくるもの

(眼)計屋眼科医院古町 1丁目宮@6888 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
玖
島
1
丁
目
お
番
地
宮

間

側

4
1
1
1
)
編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

温
室

E婦
同
剛
警

2
1
u嘩
曹

人口の動き

2月4日現在

75.846 
( +23) 

39.560 
(+ 12) 

36.286 
(+ 11) 

言十

男

女

人口

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。

ーお気軽にご相談ください。

員 人権相談 (4日・木 10: 00 -15 : 00) 

の 行政相談 (11日・木 9: 30-12 : 00) 

定 法律相談 (17日・水 10: 00-15 : 00) 
例 (申し込みガ10人になり次第締め切ります)

相 突通事故相談 (23日・火 10: 00-16 : 00) 

整 年金相談 (24日・水 10: 00-15 : 00) 

] 不動産相談 (26日・金 13: 00 -16 : 00) 

※受け付けは午前 8時30分より行っています。

23.655 
(+ 1 9) 

世帯数

)内は前月比

- 20 

17日-21日、3月の大村ボート(6日-11日・ NIB企業杯、

22日-23日・総理大臣杯場外発売、 26日-30日)
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